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研究成果の概要 

【光でリサイクルできる接着剤の開発】 

循環型社会への意識が高まる中、使い終わった構造部材は原材料ごとに分離・回収され、再生部

材としてリユース・リサイクルされることが求められるようになってきた。そのような社会要請に応える

ため、不要になった時には基板から完全に除去できる RORM（Reset-On demand, Reuse-Many）型

接着剤を開発した。RORM型接着剤の特徴は、使用中は非常に高い接着強度を示すが、使用後

には溶剤に溶解し、剥離・回収できることである。また、回収した RORM型接着剤は、溶剤を除去

すれば性能を落とさずに再利用される。高強度かつ易解体を兼ね備えた RORM型接着剤を実現

するため、著者らは「カフェ酸」に含まれるカテコール基が示す接着性と光２量化反応を利用するこ

とで、フッ素樹脂やポリオレフィンをはじめとする難被着体との接着や水中接着など、接着が難しい

基材や環境下でも、強力な接着力とリサイクル性を発揮することが明らかになった。 

【材料特性評価の自動データ収集システムの構築】 

前年度引き続き，材料評価装置の改良を高分子材料の力学的評価装置（粘弾性特性ならびに

強度特性）の開発を実施した．まず，前年度に完成したハイスループット粘弾性測定装置に関して

その改良を行った．また，同様にハイスループット引張試験装置に関してもひずみ測定の精度向

上，並びに環境温度制御などを主眼において改良を実施した．加えて，多数の接着試験片を同時

に作成する手法を用い，本研究で開発したせん断強度測定装置を用いることにより，接着接合部

の強度のばらつきを統計的に明らかにした． 

【画像データを用いた複合材料の物性最適化】 

材料特性を予測するための手法として、画像解析に関する取り組みを開始した。具体的には、接

着剤の破断面の形状観察から、接着強度の学習モデルを構築したところ、高い精度で破断応力を

予測することに成功した。 
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